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(1) 	 （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

（青森県） 五 所 
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広
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市
些
一

原
 
些
 
《
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嘩
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雪
 

轟
嶋
〉
 

O
 

綴
つ
て
保
存
し
ま
し
よ
う
 

つ
 

ニ 	コ． 	ー 	ス 	 昭和 39 年 9 月 5 日 

開
発
 

中
山
山
脈
の
陵
線
を
と
お
り

津
軽
半
島
の
突
端
に
進
む
津
軽

半
島
縦
貫
産
業
開
発
道
路
を
実

現
し
よ
う
と
、

こ
れ
ま
で
、
各

方
面
に
働
き

か
け
て
き
た
期

成

同
盟
会
は
、
八
月
一
七
日
か
ら

二
八
日
ま
で
の

一
二
日
間
に
わ

た
り
県
企
画
課
と
タ
イ
7
ツ
プ

し
て
予
定
線
の
踏
査
を
お
こ
な

つ
た
。
 

対
馬
県
企
画

課
農
林
水
産

班

長
ら

一
行
は
、
竜
飛
岬
か
ら
入

り
油
川
、
飯
詰
間
の
空
沼

ま
で

の
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
陵
線
 

は
 
可
  ム
月
 

ヒ
ヒ
 

の
踏
査
を
目
標
に
は
じ
め
ら
れ

た
が
、
悪
天
候
と
陵
線
に
で

る

道
が
な
い
た

め
難
行
し
、

予
定

の
半
分
で
あ
る
三
〇
キ
ロ
メ
ー
 

ト
ル
の
踏
査
に
終

つ
た
が
、
中

山
山
脈
は
起
伏
が
少
な
い
た
め

通
路
を
通
す
こ
と
が

可
能
で
あ

る
こ
と
を
み
え
だ
し

た
。
 

ま
た
、
中
山
山
脈
か
ら
の

眺

望
は
す
ぱ
ら
し
く
、
半
島
そ
の

も
の
が

一
大
観
光
地
と
考
え
ら

れ
る
。
山
裾
に
は
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
渓
流
が
み
ら

れ
、
こ
の

美
し

い
渓
流
沿
え
は

ハ
イ
キ
ン
 

グ

コ
ー
ス
と
し

て
楽

し
ま
せ
て
く
れ
よ
う

中
山
山

脈
の
開
発

は

三
面
海
に
か
こ
ま
れ

広
大
な
山
と
岩
木
川

流
域
に
広
々
と
し

た

平
野
を
か
か
え
て
い

る
津
軽
半
島
関
係
市

町
村
の
期
待
を
あ

つ

め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
開
発
道
路
の

実
現

に
よ
り
、
そ
こ

に
眼
る
森
林
資
源
が

開
発
近
代

化
さ
れ
、
 

そ
の
拠
点
で
あ
る
当

市
は
近
代
都
市
と
し

て
大
き
く
飛
躍
さ
れ
 
 

よ
う
。
 

・

，
．
一
一
・
；
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開
発
道
路

の

実
現
が
可
能
か

ど
う
か
と
い
う
 

こ
と
で
、
産
業

開
発
道
路
協
会

理
事
長
後
藤
文

夫
氏
、
同
事
務

局
長
中
島
正

氏

は
、
青
森
市
助

役
と
共

に
佐
女

木
市
長
の
案
内

で
九
月
】
日
現

地
を
視
察
し

た

一
行
は
、
午
 

前
一
〇
時」
6
 

分
、
前
田
野
目
の

マ
リ
の
沢
か

ら
入
り
釈
迦
堂
山

ー
莞
珠
山

ー
 

松
倉
神
社
の
コ

ー
ス
を
と
り
、
 

午
後
二
時
三
〇
分
下
山
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
関
係
市
町
村
長

を
あ
つ
め
て
市
民
文
化
会
館
で

お
こ
な
わ
れ
た
、
津
軽
半
島
縦

貫
産
業
開
発
道
路

予
定
線
踏
査

報
告
会
に
出
席
さ
れ
た
。
 

席
上
、
後
藤
理
事
長
は
「
津

軽
半
島
縦
貫
産
業
道
路
の
開
発

は
、
わ
た
く
し
も
前
か
ら

非
常

に
興
味
を
持
つ
て
い
た
。

森
林

資
源
も
豊
富
で

あ
り
、
観
光
面

で
も
よ
い
の
で
経
済
効
果
は
期

待
で
き
よ
う
。
 

中
山
山
脈
は
標
高
二
〇
〇

ー
 

六
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
高
く
な

い

の
で
可
能
と
考
え
ら
れ

る
。
 

こ
の
陵
線
に
道

路
を
通
さ

れ

る
と
、
わ
が
国
で

も
珍
ら
し

い

産
業
道
路
と
な
ろ

う
」
と
語

つ

た
。
 つ
い
で
県
企
画
課
か
ら

踏

査
の
報
告
が
あ
り

午
後
六
時
終

了
し
た
。
 

上
i
佐

写
真
説
明
 

た
木
市

長
の
説

明
で
津
軽
平
野
を

眺
望
す
る

後

藤
理
事
長
と
中
島

事
務
局
長

下
…
開
発
可
能
な
中

山
の
山

な
み
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ク
初
秋

の
タ
ク
 

う
ら
盆
が
す
ぎ
る
と
 

さ
わ
や
か
な
大
気

に
の
つ
て
 

津
軽
の
野
づ
ら
に
秋
が
や

つ
て
く
る
 

稲
田
は

黄
ば
み
穂
を
そ
ろ
え
 

み
の
り

豊
か
に
波
を
打

つ
 

落
日
に
す

だ
く
虫

の
音
は
 

と
き
に

は
高
く
と
き

に
は
ひ
く
く
 

風
の
ま

に
ま
に
消

え
て
は
浮
ぶ
 

空
に
は
雲
が
あ
や
を
な
し
 

遠
く
の
峰

は
 

墨
絵
の

よ
う
に
静
ま
つ
て
い
る
 

あ
し
た
の
く
ら
し

を
語
り
あ
う
 

タ
舶
の
ひ

と
と
き
 

今
宵
も

ま
ど
か
に
賑
わ
う
？

「
 

ス
ー
 
津

軽
縦
貫

産
業
道

路
 

産業道路協会 後藤理事長 

現地を視察 



~．．■~．．~．■■一・‘一●”~”~”’~’■~”・~・●一●●・~．●一●●・ 

無料診療受診状況 

地区別 内 科外 科耳鼻科眼 科小児科婦人科件数計人員計 

毘沙門 	88 旧 19 33 	7 11 177件 112人 

長 富 	33 10 	9 11 	1 	0 64 	41 

前田野目 83 22 18 33 20 8 184 116 

〇この回をもつて、ことしの「農家のしおり」 

を終ります。 	 （農業改良普及所） 

〇稲 作・・・落水と刈取りは適期に、乾燥法の改善をはか

る・・・ 

①落水の適期は出穂後30 ---35日頃であるが、一般に落水

が早目におこなわれているので早過ぎないようにする。 と

くに病虫害の発生しているところでは7-相日遅目におこ

なう0 
②強風による稲体の脱水によつて茎葉が枯れ、登熟が停

止することがあるから、強風時の深水や冠水時の早期排水

ができるよう漕排水路を整備し台風に備える。 

③出穂後40-45日経て、籾が90％位黄変したら茎葉の色

を気にせず刈取りをする0 
④刈取つた稲はただちに棒がけ、架がけによる乾燥を実

施するが、天候の如何によつては‘人工乾燥を併用するよ

う乾燥に対する準備を進める。 

⑤採種田は刈取り前に最後の異品種除去をおこない早目

に刈取りをする。 

0りんご・・・着色手入れと落果防止に充分な対策をとる・・・

①無袋果は、 りんごの実にかぷさつている葉を随時かる

く摘み取り着色の手入れとナメリの防止をはかる。 

③収穫後の落果防止剤は風速20m位の台風でも相当効果

が高いので、予め散布しておくとよい。紅玉、デリシヤス

に9 月上旬から10月上旬に撤布するが、つぎのことに注意

する0 
2.4.5- TP 	l.800倍 	（水10lに原液5.5500) 

ヒオモン 	9.000倍 	（水旧lに原液01.11g) 

ナフサク 	8.640倍 	（水10lに原液1.16g) 

※ 2.4.5 -TPには熟度促進効果があるから撤布した場

合、採収期を少し早める0 

展着剤を加用し、果実の梗もとによくかける。撤布は除

袋の前後いずれでもよい。 

農を喫l 
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巡
回
無

料
診
療
 

各
 
地
 
で
、
 
好
 
評
 

ス
 

ー
 ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

保
険
課
で
は
、
八
月
十
六
日

北
郡
医
師
会
（
会
長
増
田
桓

一

氏
）
 の
協
力
を
得
て
、
毘
沙
門
 

（
長
富を
含
む
）
、
前
田
野
目

の
二
地
区
の
無
料
総
合
診
療
を

開
設
し
、
好
評
を
は
く
し
た
。
 

こ
の
日
の
医
療
陣
は
、
内
科
に

増
田
桓

一
、
江
渡
哲
哉
、
森
富

夫
、
三
上
弘
次
、
外
科
に
対
曝

克
夫
、耳
鼻
科
に
草
刈
繁
治
、
小

児
科
に
中
村
貞
雄
、
眼
科
に
三

上
久
、婦
人
科
に
吉
田
秀
也
、
薬

剤
原
太
津
美
の
各
先
生
で
地
域

住
民
か
ら
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
れ
 

重

度

精
神
薄

弱
児
 

扶

養
手

当
手

続
き
 

九
月
か
ら
重
度
精
神
薄
弱
児

に
し
て
二
〇
才
未
満
で
精
神
の

発
達
が
お
く
れ
、
日
常
生
活
に

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
、
養

育
す
る
方
に
扶
養
手
当
（
月
一

人
一
〇
〇
〇
円
）
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
該

当
者
は
十
月
三
十
日
ま
で
に
市

福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
 

て
い
た
。
 

当
日
の
受
診
件
数
は
四
ニ
五

件
、
う
ち
六
〇
歳
台
が
一
〇
六

件
と
一
番
多
く
、
つ
い
で
五
〇

歳
台
の
六
四
件
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

医
師
会
で
は
、
こ
の
秋
に
も

無
料
巡
回
診
療
を
お
こ
な
う
予

定
で
す
。
受
診
状
況
に
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
 

市
で
は
、
九

月
十
日
現
在
で

住
民
登
録
の
実

態
調
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

住
民
の
住
所

を
明
ら
か
ビ
す

る
こ
と
は
法
律

で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
住
民
の

福
祉
の
た
め
に
 

も
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
住
民
登
録
が
さ
れ
て
こ

そ
、
公
に
市
民
と
し
て
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
態

調
査
に
は
、
調
査
員
が
直
接
お

宅
に
訪
問
し
て
お
こ
な
い
ま
す

か
ら
、
市
民
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

ビ

タ
ミ
ン

B

ー
 

配
給
米
の
質
が
向
上
す
る
に

つ
れ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
B
ー
の
補

給
が
必
要
と
な
つ
て
き
ま
し
た

私
た
ち
は
、
 一
日
当
り
ビ
タ
、く

ン
B
ー
を
最
低

一
・
ニ
ミ
リ
グ

ラ
ム
が
必
要
で
す
。
 

お
い
し
い
ご
は
ん
を
た
べ
な

が
ら
ビ
タ
ミ
ン
B

ー
が
と
れ
る

強
化
米
ー
キ
ロ
グ
ー
フム
の
ビ
タ

ミ
ン
B

ー
は
】
・
五
ミ
リ
グ
ーフ

ム
あ
り
ま
す
か
ら
、
経
済
的
で
 
 

日
本
脳
炎

予
防

接
種
 

全
国
的
に
日
本
脳
炎
が
発
生

を
み
て
お
り
、
多
発
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
予
防
接
種
希
望

者
は
つ
ぎ
に
よ
り
う
け
て
く
だ

さ
い
。
 

と
き
…
毎
週
月
躍
、
水
曜
の

午
後

一
時
ー
」
呼
 

と
こ
ろ
…
五
所
川
原
保
健
所

対
象
者

i
生
後
六
カ
月
以
降

の
乳
幼
児
お
よ
び
成
人
 

接
種
方
法
と
回
数
…
一
c
C
 

の
ワ
ク
チ
ン
を
七
ー
】
〇
日
の

間
を
お
い
て
二
回
お
こ
な
う

料
金
…

一
回
に
つ
き
一
〇
〇

円
で
す
。
 

接
種
の
う
け
方

i
料
金
を
も

つ
て
、
直
接
へ
保
健
所
に
お
い

で
に
な
つ
て
く
だ
さ
い
。
 

手
軽
に
豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン
B

ー
 

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
配

給
米

ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
強
化

米
五
グ
ラ
ム
混
合
が
「
番
適
当

で
す
。
強
化
米
を
利
用
し
た
混

合
米
も
あ
り
ま
す
。
混
合
米
は
 

ー
キ
ロ
当
り
九
五
円
五
〇
銭
で

一
俵
五
・
七
三
〇
円
で
す
。
強

化
米
は
配
給
所
で
販
売
し
て
お

り
ま
す
か
ら
、
ご
相
談
の
上
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

「ー住民登録の実態 

強
化
米
の
 
ご

利
用

を
 

(9月10日～30日） 
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